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音
楽
の
効
能
と
は施

設
長　

海
老
沼　

達
雄

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
と

り
ま
し
て
今
年
も
よ
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

白
寿
荘
で
は
、
十
一
月
か
ら
音
楽
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
、
日

常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
現
在
は
朝
7
時

か
ら
夜
7
時
ま
で
、
廊
下
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
さ
り
げ
な
い

音
楽
が
流
れ
る
仕
様
に
し
て
お
り
ま
す
。
音
楽
の
効
能
を
調
べ

て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
、
睡
眠
の
質
の
向
上
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
痛
み
の
軽

減
、
不
安
解
消
、
身
体
機
能
の
活
性
化
、
疲
労
回
復
、
鬱
の
症

状
の
抑
制
、血
流
を
良
く
す
る
、脳
卒
中
予
防
、集
中
力
の
向
上
、

気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
・
・
・
等
々
。
ま
る
で
温
泉
の
効
能

の
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
学
術
的
に
き
ち
ん
と
研
究
さ
れ

た
効
果
で
あ
る
そ
う
で
す
。お
年
寄
り
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
、

「
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
わ
ね
」、「
月
替
わ
り
に
季
節
に
あ
っ

た
曲
な
の
で
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
白

寿
荘
で
は
、
テ
タ
ー
ル
の
会
や
レ
ン
ト
の
会
に
よ
る
音
楽
の
生

演
奏
や
、
器
楽
、
舞
リ
ハ
、
太
極
拳
、
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
等
と

い
っ
た
余
暇
活
動
を
通
し
て
、
も
と
も
と
音
楽
と
触
れ
合
う
機

会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
日
常
生
活
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
取
り
入
れ

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
利
用
者
様
の
笑
顔
が
増
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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齋藤先生による体操で元気いっぱい テタールの会様による素敵な生演奏
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行

事

報

告

力武先生 宗偏流 お茶訪問 
10/20

盆踊り会 7/12

ミニハイクでお寿司 9/12

盆踊り会 7/12

みんなの音楽会 9/25

こまばのまつり 10/1
こまばのまつり 10/1

力武先生 宗偏流 お茶訪問 
10/20
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● 行　事　予　定 ●
1
◦
1
　
新
年
会
　

1
◦
13
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

1
◦
20
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

1
◦
21
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

1
◦
25
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

2
◦
4
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕

2
◦
5
　
理
髪
奉
仕

2
◦
10
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

2
◦
17
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

2
◦
22
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

2
◦
27
　
美
容
奉
仕

3
◦
4
　
も
ゆ
ら
の
会

3
◦
5
　
理
髪
奉
仕(

表
彰
式)

3
◦
10
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

3
◦
17
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京

3
◦
18
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

3
◦
22
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

4
◦
1
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕

4
◦
2
　
理
髪
奉
仕

4
◦
15
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

4
◦
18
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

4
◦
21
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

4
◦
26
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

5
◦
6
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕

5
◦
7
　
理
髪
奉
仕

5
◦
12
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

5
◦
14
　
理
髪
奉
仕

5
◦
19
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

5
◦
20
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

5
◦
24
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

6
◦
3
　
も
ゆ
ら
の
会
奉
仕

6
◦
4
　
理
髪
奉
仕

6
◦
9
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ
・
誕
生
会

6
◦
14
　
第
65
回
開
所
記
念

6
◦
16
　
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
訪
問

6
◦
17
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奉
仕

6
◦
28
　
喫
茶
や
す
ら
ぎ

玉川聖学院高等部訪問
 10/25

非常食訓練 11/15
演芸会 11/8
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○ 
特
に
良
い
と
思
う
点
（
抜
粋
）

一
、�

第
三
者
評
価
結
果
や
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
な
ど
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
事
業
計
画
を
策
定
し
、
目
標
を
計
画
通
り
に
実
行
す
る
た
め

に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
落
と
し
込
み
、
四
半
期
ご
と
に
運
営
委
員

会
や
職
員
会
議
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
あ
り
全
職
員
が
共
有
し

て
い
る
。
計
画
策
定
か
ら
推
進
、
目
標
達
成
ま
で
一
連
の
仕
組
み
が

し
っ
か
り
と
定
着
・
機
能
し
て
い
る
。

二
、�

居
室
担
当
職
員
の
個
別
面
談
の
ほ
か
、
食
事
に
関
す
る
嗜
好
調
査
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
把
握
し
た
利
用
者
の
意
向
を
、
旅
行
・

観
劇
な
ど
の
外
出
行
事
の
充
実
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
拡
大
、
パ
ソ
コ
ン

や
麻
雀
台
の
開
放
な
ど
反
映
さ
せ
て
い
る
。
利
用
者
の
意
向
を
積
極

的
に
吸
い
上
げ
、
個
別
支
援
の
充
実
と
生
活
の
幅
を
広
げ
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

三
、�

職
員
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
提
案
書
に
加
え
、
パ
ソ

コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
「
提
案
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
設
け
た
。
ま
た
、
職

員
会
議
の
実
施
形
式
を
変
更
し
た
結
果
、
発
言
が
活
発
に
な
り
利
用

者
支
援
に
か
か
わ
る
業
務
の
具
体
的
な
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
○ 

さ
ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
る
点
（
抜
粋
）

一
、�

職
員
育
成
計
画
に
基
づ
き
、
自
己
評
価
に
始
ま
り
主
任
・
施
設
長
補

佐
・
施
設
長
の
面
談
に
よ
る
評
価
を
経
て
、
結
果
を
本
人
に
還
元
し

て
課
題
共
有
シ
ー
ト
に
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
現
在
の
仕
組
み
で

職
員
の
質
の
向
上
は
図
ら
れ
て
い
る
が
、
一
層
の
人
材
育
成
効
果
発

揮
に
向
け
て
、
さ
ら
に
計
画
的
な
個
人
別
育
成
（
研
修
）
計
画
作
成

の
検
討
を
望
み
た
い
。

二
、�

利
用
者
か
ら
の
苦
情
は
毎
月
職
員
会
議
で
取
り
上
げ
職
場
内
研
修
で

も
共
有
し
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
り
、
日
々
の

支
援
の
中
で
不
適
切
な
対
応
を
防
止
す
る
た
め
、
定
期
的
に
振
り
返

り
を
お
こ
な
う
な
ど
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

三
、�

施
設
の
定
員
は
１
６
８
名
。
平
成
28
年
度
は
退
所
者
35
名
、
入
所
者�

32
名
（
内
緊
急
シ
ョ
ー
ト
利
用
者
16
名
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
認

知
症
を
含
め
て
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
利

用
者
は
60
％
前
後
を
占
め
て
い
る
。
今
後
は
社
会
的
環
境
の
変
化
な

ど
か
ら
入
所
者
の
多
様
化
が
予
測
さ
れ
る
。
職
員
の
専
門
知
識
・
技

術
を
高
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
対
応
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
29
年
度
第
三
者
評
価
結
果
報
告



（5）　2018　冬　No.324	 社会福祉法人「愛隣会」白寿荘（養護老人ホーム）

ク ラ ブ 紹 介

【生け花クラブ】

【コーラスクラブ】

毎月第 4 木曜日に活動をしています。先生の指導の下、花をいけて、作品は食堂のテーブ
ルの上に飾っています。
作業中は利用者様同士の会話も交えながら、楽しく活動しています。
初めてでも先生が丁寧に教えて下さり、興味がある方は、参加お待ちしています。

2 カ月に１回の活動になりますが、多くの利用者様が参加されています。
昔を思い出すように、皆さま大きな声で元気に歌っています。
美空ひばりの「港町１３番地」、北島三郎の「北の漁場」を歌いたいというリクエストが 
利用者様からありました。
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白
寿
荘
俳
句
会　
林
　
萬
壽
美
　
選

	

陽
　
子

川
暮
れ
て
灯
の
動
き
出
す
鮎
の
宿

夕
虹
や
犬
の
尻
尾
の
ぴ
ん
と
立
つ

安
泰
や
電
灯
つ
け
し
終
戦
日

送
り
火
の
消
え
て
追
慕
の
闇
深
む

夕
映
え
の
う
す
る
る
川
面
ね
む
の
花

	

宏
　
治

桑
を
食
む
蚕
の
息
を
お
も
ふ
夜

菖
蒲
湯
に
浸
り
て
し
ば
し
里
心

若
葉
風
園
児
の
声
を
乘
せ
て
く
る

法
師
蟬
暑
さ
の
峠
伝
え
け
り

韋
駄
天
に
抜
け
た
台
風
空
青
し

	

貴
代
子

夕
茜
風
の
な
ご
り
の
桜
舞
ふ

雨
降
り
て
色
の
出
で
た
る
四
葩
か
な

夏
の
風
匂
ふ
さ
な
か
の
里
の
道

丸
ご
と
の
冷
た
き
ト
マ
ト
デ
ザ
ー
ト
に

枇
杷
の
実
や
幼
き
こ
ろ
の
お
も
ひ
馳
す

	

博
　
伸

乙
女
ら
の
メ
ッ
カ
を
目
ざ
す
富
士
登
山

青
紫
蘇
に
だ
ま
さ
る
刺
身
の
少
な
さ
よ

ミ
ニ
ハ
イ
ク
釣
り
堀
で
あ
ふ
源
五
郎

暑
い
中
負
け
て
た
ま
る
か
鰻
重

早
朝
の
鶏
と
競
へ
り
蟬
の
声

	

愛
　
治

玄
関
に
二
本
の
箒
木
黄
砂
降
る

五
月
晴
孫
に
み
や
げ
の
新
書
か
な

葛
ざ
く
ら
一
つ
を
皿
へ
里
お
も
ふ

パ
ド
ッ
ク
に
入
る
駿
馬
の
五
月
空

送
り
火
や
妻
の
齢
を
か
ぞ
へ
を
り

晶
　
子

軽
井
沢
初
夏
の
窓
辺
を
走
る
栗
鼠

苔
薫
る
こ
こ
ろ
の
清
し
貴
船
路

父
母
の
苦
労
わ
か
り
し
夏
の
雲

炎
天
を
走
る
親
子
の
ハ
イ
タ
ッ
チ

立
葵
風
に
打
ち
合
ふ
塔
婆
の
音

ス
ミ
子

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
日
傘
や
橋
の
上

鮎
一
尾
川
面
に
浮
き
て
光
り
た
る

水
際
を
つ
か
ず
離
れ
ず
糸
と
ん
ぼ

ミ
　
ワ

飼
主
に
似
て
く
ひ
し
ん
坊
犬
の
秋

感

謝

「
指
　
導
」

林　

萬
壽
美　

様�

俳
句
指
導

東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
様�

器
楽
指
導

高
澤
淑
・
爽　

様�

リ
ハ
ビ
リ
踊
り
指
導

斉
藤　

道
雄　

様�

訪
レ
ク
指
導

永
井　

一
喜　

様�

書
道
指
導

中
垣　

圭
子　

様�

パ
ソ
コ
ン
指
導

田
中　

智
恵
子
様�

ヨ
ガ
指
導

野
村　

浩
治　

様�

環
境
整
備
・
生
花
指
導

生
田　

寛
子　

様�

て
づ
く
り
さ
く
ひ
ん
指
導

藤
嶋　

容
子　

様�

太
極
拳
指
導

内
田
貴
美
子　

様�

コ
ー
ラ
ス
指
導

「
技
　
術
」

目
黒
理
容
師
会
様�

理
髪
奉
仕

ど
ん
ぐ
り
の
会
美
容
グ
ル
ー
プ
様�

美
容
奉
仕

レ
ン
ト
の
会
様�

誕
生
会
生
演
奏
奉
仕

テ
タ
ー
ル
の
会
様�

生
演
奏
奉
仕

訪
問
美
容
サ
ー
ビ
ス
様�

美
容
奉
仕

「
労
　
力
」

も
ゆ
ら
の
会
様

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
六
四
団
様

弁
天
宗
東
京
別
院
様

田
園
調
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
様

目
黒
明
る
い
社
会
作
り
の
会
様

ア
ド
ロ
ー
ル
様

株
式
会
社
三
恵
様

と
み
ん
の
メ
ガ
ネ
様

「
招
　
待
」

東
京
善
意
銀
行
様　

井
上
バ
レ
エ
団
公
演

�

7
／
15

東
京
善
意
銀
行
様　

薩
摩
琵
琶
奏
者
演
奏
会

�

11
／
13

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
様

�

9
／
23

神
奈
川
大
学
管
弦
楽
団
様�

12
／
25

「
訪
　
問
」

グ
レ
ー
ス
会
様　

喫
茶
訪
問�

毎
月

ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
様　

交
流
訪
問�

毎
月

寿
会
様�

7
／
12
・
11
／
8

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
様

�

7
／
４
・
11
／
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

片
桐
く
み
子
様

�

9
／
2

ひ
ま
わ
り
の
会
様�

8
／
31

宗
偏
流　

力
武
先
生�

10
／
20

玉
川
聖
学
院
様�

10
月
・
11
月
・
12
月

恵
泉
女
学
園
様�

12
／
19

日
出
幼
稚
園
様�

12
／
5

「
見
学
・
交
流
・
研
修
」

東
海
大
学
様�

8
／
8

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
様�

9
／
13

「
ご
寄
贈
」

東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合

目
黒
支
部
様

窪
田
朝
正
様

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱

東
京
支
社　

社
会
環
境
推
進
担
当
様

早
稲
田
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
様

小
河
原　

ミ
ツ
エ
様

篠
原　

チ
エ
子
様

小
林　

美
子
様

N
P
O
法
人
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
様

ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
様

殿
山
園
様

松
澤　

春
雄　

様

竹
川　

忠
芳　

様

鈴
の
音
保
育
園　

舘　

盛
人　

様

下
桑
谷　

玲
子　

様

玉
川
聖
学
院　

様

日
出
幼
稚
園　

様



（7）　2018　冬　No.324	 社会福祉法人「愛隣会」白寿荘（養護老人ホーム）

新 人 紹 介

川口　味侑

川津　秀太

森本　裕子

①�

趣
味
・
特
技
　
趣
味
は
旅
行
、
特
技
は

手
話
と
口
笛
。

②
好
き
な
食
べ
物
　
オ
ム
ラ
イ
ス

③
出
身
地
　
福
島
県

①
趣
味
・
特
技

　
野
球
、
ス
ニ
ー
カ
ー
集
め
、
音
楽

②
好
き
な
食
べ
物

　
う
な
ぎ
、
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー

③
出
身
地
　
東
京
都

①�

趣
　
味
　
パ
ン
屋
巡
り
、
音
楽
鑑
賞

　
特
　
技
　
ピ
ア
ノ
、
イ
ラ
ス
ト
描
き

②
好
き
な
食
べ
物
　
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン

③
出
身
地
　
島
根
県

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
去
年
の
4
月
か
ら

白
寿
荘
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
川
口
味
侑
と
申
し
ま
す
。

私
が
初
め
て
白
寿
荘
で
見
学
に
来
た
時
、

皆
さ
ん
が
笑
顔
で
自
分
ら
し
く
過
ご
さ
れ
て

い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
社
会
人

一
年
目
で
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
く
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
い
つ
も

皆
さ
ま
が
笑
顔
で
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
り
と
て

も
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ま
が
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

4
月
に
白
寿
荘
へ
入
職
い
た
し
ま
し
た

川
津
秀
太
と
言
い
ま
す
。
好
き
な
物
は
、

N
I
K
E
の
ス
ニ
ー
カ
ー
、
野
球
、
音
楽

鑑
賞
が
と
て
も
好
き
で
す
！

最
近
は
野
球
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
家

で
の
ん
び
り
し
な
が
ら
家
事
を
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
た
ま
に
は
野
球
観
戦
に
行
き

た
い
な
～
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
介
護
、
支
援
は
初
め
て
で
入
職
し

ま
し
た
が
、
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
て
あ
っ
と

い
う
間
に
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
後
、
介

護
知
識
等
も
含
め
更
に
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
為
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
白
寿
荘
で
勤
め
さ

せ
て
頂
き
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

先
輩
方
に
学
び
、
後
を
つ
い
て
い
く
事
で

必
死
だ
っ
た
た
め
か
、
あ
っ
と
い
う
間
の 

6
か
月
で
し
た
。
失
敗
な
ど
も
多
々
あ
り
、

反
省
の
日
々
で
す
。
で
す
が
、
皆
様
が
温
か

く
優
し
く
声
を
か
け
て
下
さ
る
の
で
、
今
日

も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
毎
日
働
く
事

が
出
来
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
勉
強
不
足
で
至
ら
な
い
点
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
皆

様
と
楽
し
い
時
間
を
末
永
く
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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編
集
後
記

　

誌
面
に
掲
載
し
て
い
る
ご
利
用
者
様
の
写
真

は
、
予
め
ご
本
人
・
ご
家
族
の
承
諾
を
得
て
お
り

ま
す
。

白
寿
荘
だ
よ
り
実
行
委
員
会

白
寿
荘
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
八
年
、
そ
し
て
平
成
三
十
年

の
幕
開
け
で
す
。

昨
年
は
、
あ
ま
り
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
無
く
、
暗
く
不
穏
な
ニ
ュ
ー
ス
が

目
立
っ
た
様
に
感
じ
ま
す
。
今
年
は
、�

一
体
ど
ん
な
年
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
？

誕
生
し
た
ば
か
り
の
上
野
動
物

園
の
パ
ン
ダ
・
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
楽
し
く
て
活

気
の
あ
る
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
話
題
が
沢
山
出
る
こ
と
を
祈
り
ま�

し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
ラ
ジ
オ
体
操

を
し
っ
か
り
行
い
、
元
気
よ
く
過
ご
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

今
年
も
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

平成28年度　事故報告集計結果

★事故報告総数・・・351 件（前年より 11 件増加）
★一番多かった事故の種類と件数・・・転倒事故　245 件（前年より 3件増加）

　
平成 27 年度に引き続き、平成 28 年度も転倒事故が大多数の割合を占めていました。
以下、245 件の転倒事故の詳細をランキング形式で見ていきましょう。

発生場所 発生時間帯 転倒原因

1位　居室内	 111 件 1位　夜間帯	 155 件 1位　ふらつき	 185件

2位　廊下	 56 件 2位　日中	 90 件 2位　接触	 8 件

3位　食堂	 22 件 3位　その他	 52 件

　一番多い転倒の形態は「居室内・夜間帯・ふらつき」でした。皆様が一番過ごし�

慣れているはずの居室内での転倒が一番多いという事実に驚かれるかもしれません。

　しかし、内閣府が発表した『平成 28 年版高齢社会白書』の内部にも、“高齢者は家

庭内事故が多く、最も多い事故時の場所は居室”という統計が出ています。これを機に、�

一度ご自身の居室内を見回してみましょう！つまずいたり滑ったりしないよう、不要

な物は捨てる・整理整頓をするなどして、快適な居室空間を保っていきましょう。


